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２００８年８月１０日

　サンフランスシコのゴールデンゲート・ブリッジの上空。広大で雪白の積乱雲が、夏の突き刺すような陽射しを浴びていました。誰に憚ることもありません。隆々と盛り上がっていました。中空の灰色の雲は、濁った黒い液体と、純白のクリームが、攪乳器で静かにかき回されているような不穏な動向を示していました。しかし、積乱雲自身は、頑固なまでに、その形を変えることがなかったのです。徐々に下降していく。低空の雲たちが、足早に麓の辺りから逃げ去っていきました。

　巨大な積乱雲が、低空から洋上を接近していました。気象学的な異常事態です。だが、注意を向けている者など一人もいませんでした。人間と言うのは、いつでも、そんな生きものでした。明白な忠告にさえ気が付けないのです。不意のトルネードは、農場の家にドロップキックを食らわせます。突然の落雷は、ゴルフクラブを手に焼きつけるのでした。見せ掛けだけの、偽りの日常の平安に慣らされていれば、驚きはより大きくなるものです。偽物の雲海の接近に気がついた市民は、ほとんどいなかったのです。

　そのために、ジャイアンティスが視界に出現した時の驚きは、充分に満足ができる激烈なものとなっていました。

　銀色の霧が、巨体の周囲にからみながら、晴れていきました。太平洋の水中に片足を踏みこんでいました。消えやすい白い泡を頂点にした水の丘丘は、太腿から周囲に円形の津波となって広がっていきました。逆巻く雲が振り払われていました。内部から、ちょっと苦労をしている様子で、もう片方の脚を出していました。ふっくらとした赤い唇は、両端がちょっと吊り上がっていました。皮肉な笑みを浮べていました。

乳房の間には、オパールのような乳白色の光沢を放つ、鍵が鎖にぶら下がっていました。挟み込まれていました。青い両眼は、近傍の高層ビルの建築物の先端部分からの、鋭い反射光を直接に受けていました。まぶしさに顔をしかめていました。左手を持ち上げていました。光を遮っていました。どんな時計塔よりも高い地点から、都市の景観を一望にしていました。淑女のように、ためらいがちで控えめな表情でした。しかし、それも喜びの笑みとともに、つかのまに雲散霧消していきました。

　髪の毛を後頭部で止めていた紐を、指を伸ばしてほどいていました。頭を振っていました。赤褐色の毛髪の滝は、広大な両肩を愛撫するように滑りながら、ばさりと広がっていきました。ゴールデンゲート・ブリッジの六車線の自動車の流れは、あちこちで滞っていました。運転手が、異常事態にたじろいだためです。急停車につぐ急停車に、ひどい混乱が生じていました。赤い舌が、上下の赤い唇をなめていました。湿らせていたのです。星を浮べたような青い大きな瞳が煌いていました。白いブラウスの、一番上のボタンをはずしていました。愛らしい巨大な乳房を誇る肉体の全細胞から、激しい欲望が、周囲の空間に放射されていました。

　生きている美しいタブローは、さらにたっぷりと時の流れの中で凍りついたように直立したままでした。小さな人間の心臓の鼓動が、十回以上打つ間だけです。それから、大股を開いていました。海中に仁王立ちになっていました。気の強そうな若い女性の表情でした。白い雲で縁取られていました。灰色で格子縞のあるビジネススーツのミニスカートの裾は、海面の三角波から数十メートルの上空で翻っていました。強大な太腿の素肌の一部が、滑らかに顕わになっていました。

　パニックが、全長２７３７メートルの橋の端から橋まで全体を走り抜けていました。北のサンフランシスコから、南のマカウシティまでを貫いていました。さらに水中を歩いて来たのです。水の壁が髙波となって、橋の鉄筋コンクリートの主塔の基部に、幾重にもぶつかっていました。彼女の身体が生み出す、暗い影の一部が、長くて細い橋の一部分を覆い隠していました。自動車のクラクションが、あちこちで吹き鳴らされていました。耳障りな不協和音の葬送曲を奏でていました。最初に、数人の人影が、乗物を捨てて逃げ出していました。人間の人波が、暗黒の影が落ちた橋の中心部分から、左右に広がっていました。遥か彼方の岸辺にまで、避難場所を求めて移動していました。

　すべてが、少しばかり遅すぎたのです。ジャイアンティスの巨体は、さらに大きく聳え立っていました。愛らしい太腿は、湾の塩水を攪拌していました。大粒の水しぶきが降って来ました。水面下の一歩ごとに、橋が震えていました。最も深い海底の基部のケーソンまでが、動いていました。巨大な吊り橋を支えているのは、二つの主塔でした。高さ２２７メートルの先端部分にある、王冠上の飾り物までが震えていました。橋自体が、彼女にとっては、何ほども抵抗感のある物体ではなかったのです。真のゴールにいたるまでの、障害物でしかありませんでした。ペースをゆっくりにすることも、ためらいを見せるということも、まったくありませんでした。恐慌に陥っている大群衆の恐怖の悲鳴が、空中に満ちていました。女性という名前の付いた山のような肉体が、彼らの頭上に盛り上りながら、聳えていったのです。

　

　右の太腿が、最初に主塔と主塔の中央径間の部分に激突していました。橋の径間は１２３８メートルの長さがありました。そこが持ち上げられていきました。前方に手荒く押し出されたのです。車道と歩道を載せた橋の桁が、引き裂かれていました。水道管も電線も引き裂かれていました。自動車と人間たちが、７５メートル直下の暗黒の海中に転落していきました。終末速度は、時速１３０キロメートルにも達していました。生きてはいられないでしょう。メインロープから垂直に垂れ下がるハンガー・ロープが、金属的なビーンと言う、唸るような音を響かせながら、次々と切断されていました。吊り橋の桁の重量を、１９３７年以来、長年の間、支えてきた任務をついに終えたのでした。

彼女が、さらに大股に進むにつれて、圧力が山のように上昇していきました。橋の桁は、勝つ見込みのない虚しい力比べをしながら、たわんでいきました。コンクリートの大きな塊が、波立ち騒ぐ海面に飛沫を上げて落下していきました。橋桁が、真っ二つに切断されていました。破壊の衝撃が、全構造物の端から端まで、２７３７メートルに渡って伝播されていきました。数百を単位とする人間たちと自動車が、空中に弾き飛ばされていました。ジャイアンティスが、全くそうと気がつくこともなく奮う暴力によって、空中高く飛ばされていました。コンクリートを入れて鉄の函を沈めて作る、ケーソン工法によって作られた基部が、濁った海中に、その姿を現していました。彼女は、デリケートな構造の橋を容易に通過していきました。

　サスペンションの、メイン・ケーブルのピアノ線を平行に束ねた鋼鉄が、何物にも屈しないヒップの無敵の堅固さと接触していました。前方に撓んで、引き伸ばされていました。２２７メートルの高さのある主塔の片方が、中央から真っ二つに裂けていました。即座に全巨大建造物が、凄まじい轟音を伴って崩壊していきました。桁は、持ち上がり、折れ曲っていきました。白波の泡立ち騒ぐサンフランシスコ湾の海中に、重々しく傾きながら、倒れ込んでいきました。一方、廃墟の全体が、ジャイアンティスの巨体に引っ張られる形で、さらに前方に押しだされていきました。メインケーブルがとうとう切断されていました。曲り、鞭のようにしなっていました。都市への通路が、開かれていったのです。

　遊び半分のいたずらな笑みが、ぷくんとした唇に浮んでいました。それだけが、自分の進行が橋に与えた影響を認知したという唯一の表現でした。冷たい水の中で喘いでいる、数少ない生存者の金切り声の悲鳴が、後に無常に取り残されていました。

　人間と動物との中間の、混乱を極めた恐怖の状態が、都市の心臓部を鷲掴みにしていました。すみやかに純粋に動物的なパニックに解消されていったのです。サイレンと警笛が、ジャイアンティスの都市への来襲を、アナウンスしていました。ゆっくりとした大股で接近していました。

ゆっくりとサンフランシスコ湾の海中を歩いて行くのでした。濡れた両脚は、温かい陽光の下で煌いていました。数隻の不運な船が、彼女が通過した際の、測定も不可能な力によって惹き起された津波によって、係留中の岸壁に激突していました。爆発炎上を起していました。渦巻く波に弄ばれる残骸と折れ曲った船体が、後に残されていました。

彼女の進行の速度を、緩やかに出来る様なものは、何もありませんでした。何者も、目的地への進行を妨害できなかったのです。青い瞳は、世俗的な期待に輝きを増していました。ドックの上に片足が乗りました。大量の海水が、ストラップで足首を止めた赤いハイヒールから、滝のように流れ落ちていました。巨大な右足が、一軒の倉庫の屋根に、強烈な威力をもって叩きこまれていました。平らになるまで踏み潰していました。破壊音が轟いていました。大波のようにうねる塵や埃の雲が、灰色に空に舞い上がっていきました。

　彼女は、栄光に満ちた完璧な肉体で、まっすぐに立っていました。ついに上陸したのでした。左足は、湾岸の高速道路を地面の下に埋め混んでいました。金剛無比の靴底の赤いヒールの塔に、小さな車が、不注意にも何台も衝突していました。爆発し、炎上していました。ゴージャスなボディは、無意識に魅惑的なピンナップ・ガールのようなポーズをとっていました。左手は、ヒップの上に置かれていました。右手が顔に持ちあがっていきました。指先がやわらかい唇に、そっと触れていました。同じ手が、顎の先端まで、ゆっくりと下っていきました。喉を下り、乳房の豊満な球面に、しばし留まっていました。上品に露出されている胸の谷間を訪れてから、さらに下っていきました。白いブラウスの襟元から、右手を内部に滑らせていったのです。左の乳房の乳首を、優しく愛撫していました。欲望のせいで、勃起していくのを感じていたのです。

　つきせぬ欲望を秘めた、やわらかな喘ぎ声が、来るべき雷雲を予知する遠雷の轟のように、都市の全体を吹きすぎていきました。左手を持ち上げていました。手首の腕時計の文字盤を見つめていました。もう我慢できないと言うような、不服そうな表情でした。美しい顔を雲の影のような不快感が、一瞬、よぎっていきました。

最初の巨人族の一歩を踏み出していました。ビル街が弾んでいました。地表には見渡す限り、コンクリートとガラスのメトロポリスが、醜く無秩序に広がっていました。赤いハイヒールの靴が、無頓着な暴力的な力で踏み下されていました。巨大な亀裂が、道路に広がっていきました。大地が波打っていました。大渋滞のせいで、乗り捨てられた無数の自動車を、空中に跳ね飛ばしていました。周囲のビルの側面に激突して大破していました。自分から動くことができる玩具を求めていました。高層ビルの森の中に、さらに深く分け入っていったのです。左右に大きく貼り出したヒップは、思う存分に遊びたいという飢餓の欲求に、大きく揺れていました。ビルの内部を、突き刺すような視線で覗き込んでいました。ある袋小路に、追いつめられた大群衆を発見するまで続いていました。

　数千を越える人間たちが、命からがらの悲鳴を上げながら、色とりどりの糸で織られた、一枚のタペストリーのように地面を逃げ惑っていました。時々刻々と、図柄が変化していました。ちっぽけな恐怖が、あまりにも密集した光景は、彼女の情欲の炎を、いやがうえにも掻きたてているようでした。可愛らしい肉体が、欲望のせいで全身に、痒いようないたたまれないような感覚を覚えていたのでした。自分が、あまりにもパワフルであると言う実感は、逆にイライラするほどに大きな欲求不満の虜に、彼女をさせることもあるのでした。絶望的になって逃げ惑う、小さな男たちと小さな女達の上に、目の焦点をあわせていました。

　続く数歩は、野放図にゆっくりでもあり、同時に計画的で慎重に考え抜かれたものでもありました。一人の男がすすり泣きながら、目の前の舗道に倒れていました。泣いていたのです。彼の胸は激しく起伏していました。肺は、空気を求めて焼けるように痛んでいました。周囲の道路は、激しく鳴動していました。ショックを受けていました。自動車のハンドルの操作を誤っていました。自動車は交通事故を起していました。回転して裏返しになっていました。四つのタイヤが、空中に向いた状態で、今なお回転していました。突っ込んだ店のフロントのウインドウには、無数の皹割れが銀色の蜘蛛の巣のように走っていました。背中をついて、仰向けに転がっていました。恐怖のあまり、すすり泣いていました。起き上がれなくなっていました。地面を、両方の足の裏で押していました。何とか動こうとはしていました。

彼女が彼を見下ろしていました。いたずらな笑みが、顔中に浮んでいました。次の一歩で、彼の上空の視野は、右足の裏で占領されていました。巨大な赤いハイヒールの黒い靴底の光景が、細部まではっきりと見て取れました。サイズを示す銀色の数字まで読めました。

彼は、ようやく肺に空気を満たすことができていました。突き刺すような甲高い悲鳴を上げていました。慈悲を求めて、命乞いをしていました。でも、助けに来てくれるような人は、どこにもいませんでした。最後の絶望的な脱出の行動に出ようとしていました。なんとか、うつ伏せになって、這おうとしていたのです。しかし、踏み潰されていました。巨人の足は、無価値な小さな体全体を、その下に覆い隠していました。まるで一匹の蟻に過ぎないというような無造作な動作でした。その重量で、地面を震わせていました。赤いハイヒールの先端は、舗装道路に深く沈みこんでいました。

　彼女は、舌なめずりをしていました。もっと、この種の遊びをしたかったのです。赤褐色の長い髪を、何度も指先で梳っていました。前方に大股で進んでいきました。人間の密集した塊の場所の中央部分にあえて侵入していきました。赤いハイヒールの靴の衝撃は、それだけで殺人的な威力を持っていました。男も女も、足の下になって消えていきました。何かが潰れるような不快な湿った音がしていました。内臓と血と脂が、黒い靴底に張りついていました。足が動くたびに、混雑した群衆の頭上から、血と死体が雨あられと振り注いでいました。彼女は数百人の死者と、死につつある人々を背後に残していきました。両脚の裏に、へばりついていた何人かの肉体は、舗道に擦りつけられて、赤い線条の染みに変化していきました。これはゲームに過ぎません。とても楽しいものでした。

　彼女の興奮は、もっと新しい種類のプレイを要求していました。立ち止っていました。群衆が、うようよとたくさんいる内部に、手の指を差込んでいきました。長くてしなやかな両手の指で、何人ものちっぽけな肉体を集めて、一度に掬い上げていました。巨大な全身で、まっすぐに立ち上がっていました。自分の獲物を、ゆっくりと観察していました。掌中で、無力な小さな肉体と命が蠢いています。白い歯を剥き出して、にっかりと笑っていました。下唇を噛んでいました。

ゆっくりと捕虜達に、自分の体の前を下降させていきました。彼らに自分の身体の前面、巨大な乳房の真下からの景観と、引き締った腹部の筋肉までを、観賞させてあげたのです。自由な方の手が、灰色のスカートのウエストの位置で止っていました。親指をスカートとパンティのゴムの下に滑らせていました。内側に差しこんでいました。前方に持ち上げていました。

青い瞳は、いたずらな飢えに輝いていました。ゆっくりと片手を下腹部に差し込んでいました。ぱらぱらと落としていました。人間たちの一団が、白いパンティの一番深い奥底に転げ落ちていく光景を、興味津津と言う表情で観察していました。絶望的になって、パンティの生地の繊維にしがみついていました。哀れな泣き声は、空中に反響していました。片手を、もっと内側に差込んでいました。一人の女が、悲鳴を上げて転落していました。彼女の身体は、湾曲して巨大なスロープをなす、パンティの白い斜面に激突して、さらに下へ転落していきました。

彼女をさらに下の陰毛の茂みの内部の、暗い視野の外に追い込んでいました。多くの人々が、彼らの手と指の力を失っていきました。身体の雨が、内部に深く蹲った暗黒の茂みに、飲みこまれていきました。自分の敏感な皮膚に当る感触に、少女のような明るい笑みを浮べていました。しかし、欲望に満ちた邪悪なものに徐々に変化していました。全身を身震いさせていました。数知れない小さな身体が、下の湿った唇の間に挟まれて、なお必死の抵抗をしてくれている感触が、甘い戦慄を寄与してくれていたのです。

　本隊からはぐれた落伍者たちが、数名、指の間に張りついたようにして残っていました。彼女は、微笑していました。彼らを目線よりも高い位置に持ち上げていました。今度の目的地は、柔らかくて湿った上のお口の舌の上にしました。指を一度、しゃぶるだけで、口の中に飲みこんでいました。粘着性のある液体に捉えられていました。舌で、無慈悲に弄んでいました。舌の上に乗せたままで、両腕を頭の上高くに持ち上げていました。踊りだしていました。ハイヒールが、軽快なステップを踏んでいました。足元には、何の注意も払っていませんでした。下界の群衆は、逃げ場のないパニックに陥っていました。波のように揺れ動いていました。次に彼女の足が、どこに打ち下ろされることになるのか、まったく予測ができなかったからです。

彼女は、ちっぽけな生きものを口中に入れたままで、唇をぷくんと突き出していました。彼らを、口腔の洞窟の上の天井に押し当てていたのでした。楽しさのあまり、猫のように喉をごろごろと鳴らさんばかりでした。彼らの身体が、温かい塩味だけを残して、はじけてつぶれていったからです。しかし、それすらも、ちっぽけな人間たちが、パンティと柔らかくて湿った下のお口の裂け目の間で、必死で蠢いている快感に、比べられるものではなかったのです。

　

　盛り上がるような欲望が、より残虐な行為に駆りたてていました。足元に目をやっていました。靴の爪先を使って、泣き叫ぶ人々を、かき集めていました。人間の小山を作っていました。ゆっくりと踏み潰していました。舗道上に擦りつけていきました。

高いビルディングを抱きしめていました。高まる切迫感に突き動かされていました。ヒップを激しく前後に動かしていました。一番近い建築物の側面の壁に、落ち着いた動作で押し当てていました。打ちつけていました。淫らな破壊行為が、燃えるような情熱に、油を注ぐような結果になっていました。指がコンクリートの壁面に沈み込んでいきました。歯を食い縛りながら、野蛮な笑みを浮べていました。破滅の烙印を押されたビルディングを、巨大な身体に押し当てていました。腰を押しつけていました。ぐりぐりと回転させていました。大きく反りかえっていました。欲望のあまり、泣き叫ぶような声を出していました。荒々しい力でした。高層ビルを、根元の地下二階分と基礎の部分毎、地面から引き抜いていました。投げ出していました。横倒しになっていました。重い音を立てながら、都市の数区画分に渡って、大被害を齎していました。全く無関心でした。

　指は、スカートの内側に滑り込んでいきました。白いパンティの両端を、両手で握りしめていました。生地が割れ目の形をくっきりと見せて食いこんでいくまで、強く持ち上げていました。自分の意志で参加したのではない、小さな遊び仲間たちを疼く性器に押しつぶしていきました。クリトリスは、勃起していました。ちっぽけな男達と女達が、その大岩に激突して命を落として行きました。さらに強く、たくし上げていきました。彼らの小さな肉体が潰れていくたびに、柔らかい湿った感触を味わっていました。信じられないような快感がありました。しかし、まだまだ十分なものではなかったのです。

　あまりの熱情の、なまなましさのせいで、精神が朦朧とした状態になっていました。片手でパンティを掴んで、足首に引き摺り下ろしていました。ハイヒールを抜いて脱ぎ捨てていました。上半身をかがみこんでいきました。巨大な乳房が白いブラウスの中で、ずしりと重く垂れていました。通りから人々を集めていました。

適当な高さのビルの屋上に乗せていました。何度も何度も、両方の掌に、一杯の男達と女達を収集していきました。その間に、多くの人間を、偶然に握り潰したとしても、何も気にもしませんでした。彼らが魂の消えるような悲鳴を上げつつ、指の間から空中に零れて、地面に墜落して死を迎えていたとしても、それも見てもいませんでした。何人かの人々は、屋上の縁を乗り越えて、その下の深淵を覗き込んでいました。屋上の人間たちを、爪先で中央の部分に集めていました。避難階段で必死の脱出を試みる者もいました。彼女は、そのルートを巨大な指二本で捻り潰していました。

　あまりにも純粋で、どんなものなのか、他の人間に教えることもできない肉欲が、両眼に輝いていました。小さな生贄達を見下ろしていたのです。重い乳房が、白いブラウスの下で、揺れて弾んでいました。地面に両膝をついたのです。建物の端に選ばれた玩具を、五本の指でかき集めていました。ビル全体は、あまりにも大きすぎました。内部に挿入することには無理がありました。しかし、そんなことは、問題ではありません。最期の一瞥を、数百名の悲鳴を上げ続けている男達と女達に向けていました。

建物の上空を跨いでいました。彼らに灰色の格子柄のスカートの下の、秘部の情景をあますところなく、見せつけてやっていたのです。愛液が滴る、濡れた割れ目が、彼らの頭上に壮大にかかっていました。それから、もう自分でも我慢できなくなっていました。限界でした。ヒップを押し当てていきました。首を背後に反らせると歓喜のあまり絶叫していました。温かい小さな肉体のすべてが、柔らかくて敏感な下の二枚の唇の襞襞に、囚われの身になっていることを、はっきりと意識していました。

　彼女の指は、ゆっくりと曲げられて拳骨を作っていました。まだ暫くの間は残っている理性で、かろうじて戦っていたのです。もっとも秘密の肉体の部分に、無力な命が虜囚となって、自分の慈悲を求めているだけだという、至福のパワーに酔いしれていました。我を忘れていきました。

もう両脚で、立っていられくなくなっていました。ヒップを動かしていました。ゆっくりと、しかし、力強く、ファンタスティックなまでに巨大な割れ目を、パニックに凍りつく小さな人々の一団に擦りつけていきました。

　重い乳房が、白いブラウスの内部で、容積を増して盛り上がっていました。呼吸が早まっていました。震える手を、長い毛髪の束の内側に滑らせていました。一方、もう片方の手は、近くのビルを掴んでいました。身体の重心を固定しながら、ヒップを回転させていきました。無力な男達と女達を、無慈悲なセックスの攻撃によって、こねくり回していました。全く予想もできない動きで、疼くクリトリスを、もっともエネルギーをもって暴れ回る人間たちのいる場所に押し当てていました。もう一度、一瞬の間を、空けていました。歓喜のあまり喘いでいました。力を込めた指先は、コンクリートが柔らかい土であるかのように、内部にずぶずぶと沈みこんでいきました。

　かすかな曇った悲鳴が、美しいセックスの下から聞えていました。興奮した性臭は、都市の空気全部を染めていました。豊富なジュースは、ヴァギナから滝のように溢れていました。小さな生贄達を溺死させていました。彼らに彼女の力のエッセンスの泉で、湯浴みさせてやっていたのです。心臓は激しく鼓動していました。舌は唇の間から滑り出て、乾いていました。内部で緊張の圧力が高まっていました。甘い性的な渇きが、さらに上昇していきました。螺旋状に際限もなく、高まっていきました。内部が、欲望で満たされていました。もはや堪えていることもできませんでした。

　しゃがみこんでいました。計測も不可能な力でした。高揚したヴァルヴァは、一個の柔らかい山のようでした。断末魔にもがいている一団の上に、落下してきたのでした。ちっぽけな肉体は、勃起したクリトリスに激突して破壊されていきました。とても気持ちが良かったのです。あの、プチン、プチン、プチンという小さな泡がはじけるような、小さくて楽しい感触。セックス全体に渡って、隈なく与えてくれていました。ヒップを強く押し当てていました。数え切れないほど多数の男達と女達が、親密な肉の襞襞に、熟れきった小さな葡萄のように潰れていきました。淫靡な感触に喘いでいました。咽喉の奥深くのところから、うなり声が漏れていました。下の唇をビルの屋上に回転させていました。そして、無防備な人間たちを、ぐちゃぐちゃの肉の塊に変形していました。クリトリスの周囲に、ねっとりとした、滑りやすくて熱い物質になって絡み付いていました。肉体は、増大する切迫感に駆りたてられて動いていました。ビルが、上層階の部分から崩壊していました。鉄とコンクリートが、セックスの女王の熱情的な絶対王政の権限に敗北していきました。

咆哮していました。身体の奥深くから、オーガズムの大津波が成長していました。セクシャルな破壊活動と、純粋なオナニーのスリルに満ちた混合物が、大輪の花を咲かせようとしていました。

　滑らかな太腿の皮膚の間に、ビルの側面の壁を挟みこむようにしていました。強力にファックしていきました。貪欲なプッシーを打ちつけていました。ぎゅうぎゅうと押し潰していきました。高層の建築物を粉砕していきました。内部にいたすべての人間達は、説明の付かない歓喜の渦中で、乱交パーティを繰り広げていました。

ファイナルに到達していました。鋭い突き刺すような叫びとともに、自分の体重のすべてをかけて、ビルにのしかかっていきました。建築物が、内側にぐしゃりと破裂する感触を、性器で感じていました。滾々と溢れるジュースが、瓦礫をずぶぬれにしていました。

脇に倒れていきました。通りに横一列に整然と並んだいくつものビルディングに、ドシン、ドシン、ガチャン、ガチャンとぶつかっていました。ごろごろと、転がっていきました。手に届く範囲のすべての物体を打壊していきました。指は灰色のビジネス・スカートの中を深く穿っていました。人間たちを弾き飛ばしながら、クリトリスに押し当てていきました。ひとつの大きく盛り上るクライマックスの山を超えると、次の峰がまた新しく待っていました。

　長く、いくつもの数珠をつないだような連続した絶頂でした。愛液が、あとからあとから玉粒をなして、性器の割れ目からどろどろと流れ出していました。とうとうリラックスしていました。全身の力を抜いていました。満足のあまり、深いため息をついていました。それから、小学生の女の子のように、くすくすと笑っていました。ため息をつきながら、巨大な四肢で大きな延びをしていました。

やがて両足をついて、ゆっくりと立ち上がっていました。衣服についた埃を、ぱんぱんと叩いて払っていました。

あたりを見回していました。パンティに目がとまりました。ほんのちょっとの間、困ったような表情を浮べていました。汚れていたのです。まあ、仕方がありません。自分が仕出かしたことです。我を忘れていました。それから、笑みを浮べていました。自分が遊んだビルの残骸である、愛液に濡れて光っている、粉々にされた瓦礫を叩いて、丁寧に落としていました。埃を、ふっと吹いて払っていました。ためらいながら、履いていました。

深呼吸をしました。それから、腕時計の文字盤を見ていました。頷いていました。都市から、大股で立ち去ろうとしていました。自分が都市の内部に侵入して来た破壊の明瞭な痕跡に、喜びの笑みを浮べていました。帰りの道すがら、一度も立ち止ることもしませんでした。ただ一直線に、湾の入口に停泊している積乱雲を目指しました。

　灰色の格子のビジネス・スカートの裾を持ち上げていました。まだ温かいヴァルヴァと内腿を、充分に冷たい海水で洗い流せるぐらいに腰を屈めていました。もう少し洗浄を続けていました。橋のサスペンションのメインロープが、完全に切断されているのに気がついて微笑していました。遊び半分で、ケーブルを手繰り寄せていました。海中に主塔の部分を、もう少し引きずりこんでやっていました。

.

　彼女は雲のところにたどり着くと、オパールのような鍵を乳房の間から持ち上げていました。後を振りかえることもなく、その内部に脚を踏み入れていました。視界から消えていきました。即座に、異様な積乱雲は薄れて消えていきました。後には、ただ風だけが自由に吹きすぎているばかりでした。

＊

　彼女は、会社のロッカー・ルームの姿身の大鏡から一歩を踏みだしていました。鍵を白いブラウスの乳房の谷間に戻していました。襟元の乱れをすばやく整えていました。柔らかいタオルで、濡れた髪を乾かしていました。新しい下着に履き直していました。髪を紐で縛りなおしていました。前よりもきつめに、頭の上に高く結い上げていました。赤いハイヒールが、女子トイレのタイルの床に、固い音を立てていました。ホールの固い床にも、カチカチという音を刻んでいました。スタッカートの快活なビートを刻んでいました。オフィスの同僚に、顔を上げさせていました。彼女の輝くような笑顔に、ため息をつきながらも、歓迎してくれていました。

「正直にいうけど、あなた以上に、１５分間の休憩を楽しめる人って、なかなかいないと思うわ」

「その時間を、どう有効活用するかよ」

 「あの、まずい珈琲のせいだとは、とても思えないけど」

「あなたは、どうなの？午前中は、体調が悪そうだったけど」

「本当のことが知りたい？」

「そうね」

「彼と別れてから、もう一ヶ月になるのよ。おかしくなっちゃいそう」
「知的な会話が、うまくいかなかったんじゃない？」
「ふふん、それだけじゃないのよ。彼の欠点については、知っておいた方がいいことが他にもあるの。あたし、バス一台だって犯せるほどに、燃えているんだから」

「高層ビルはどう？」

「もっと、いいかもしれない。あれの道具なんて、男の持ち物以外に、いくらでもあるわ」

「ふうむ。この件については、あなたと意見が合いそうね」

　彼女は、白いブラウスから鍵を取りだしていました。

……終り……

【訳者後記】

　新しいHPの開設を祝して、最新の翻訳を贈ります。本来ならば、小説と行きたいところですが、手もちに適当な作品がありません。

このジャンルの天才の久しぶりの新作です。

ある読者の方から、海外の掲示板に掲載されているという情報を得ました。気がつきませんでした。ありがとうございました。

　残酷なGTSが登場して、都市の高層ビルを破壊するという小説を書こうとする場合、「９１１」の情景が脳裏を過る事は、避けられないことだと思います。

ｉｃｅｍａｎさんを始めとして、日本でも若い方の作品の多くが、これは「ゲームの中の世界」の出来事であり、「ヴァーチャル・リアリティ」でしかないのだということを、作中にはっきりと銘記している事実を重く受けとめています。

作者にも、最初は苦渋が覗えます。

しかし、途中では、

「これはゲームに過ぎません。とても楽しいものでした。」

と、女性主人公の口を借りて明言しています。

最後には、自分と同じ趣味を持つ人に、手を差し伸べて終ります。この小品のメッセージは、簡明で力強いと思います。

短いものですが、その才能の輝きは隠れもありません。

もう一度、読み返してみてください。全編が、トイレの便器に跨っての、OLの１５分間のオナニー妄想という、脳内のゲームとして（も）読めることに驚かれると思います。

実に、用紙周到に書かれています。お楽しみください。

末永い発展を期待しております。

２００８年１０月１２日

（笛地静恵）
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